
 

１ 温室効果ガス排出量 

●2021年度県内の温室効果ガス排出量 ２，９４７万３千 t（二酸化炭素換算） 

○前年度からの増加要因としては、新型コロナウイルス感染症拡大からの経済回復により、

産業部門でのエネルギー消費量が増加したことが挙げられる。 

＜県内の温室効果ガス排出量＞ 

 

＜県内の温室効果ガス排出量の推移＞ 

  

地球温暖化対策の推進に関する法律（平成 10年 10月 9日法律第 117号）第 21条第 15項及び
第 5期大分県地球温暖化対策実行計画に基づき公表する、2021（令和 3）年度の本県における温室
効果ガス排出量は以下のとおりである。 

２０２１（令和３）年度の大分県内における温室効果ガス排出量【概要版】 



２ 二酸化炭素排出量 

●2021年度県内の二酸化炭素排出量 ２，８９３万４千 t-CO2 

【前年度からの主な増減要因】 

 ○産 業 部 門：2,096 万 2 千 t-CO2（6.6％、130 万 3 千 t-CO2） 

   ・新型コロナウイルス感染症拡大からの経済回復により、エネルギー消費量が増加し

たため。 

 ○家 庭 部 門：107 万 6 千 t-CO2（▲17.0％、▲22 万 1 千 t-CO2） 

   ・電力の CO2 排出単位の改善に加え、新型コロナウイルス感染症拡大からの回復によ

り、在宅時間が減少したため。 

 ○業務その他部門：142万 7千 t-CO2（▲4.2％、▲6万 3千 t-CO2） 

・電力のCO2原単位が改善されたことでエネルギー消費量が減少したため。 

 ○運 輸 部 門：209万 3千 t-CO2（▲2.0％、▲4万 3千 t-CO2） 

・電力のCO2排出原単位が改善されたことに加え、エコカーの普及によりガソリン使

用量が減少したため。 

 

＜県内の二酸化炭素排出量の推移＞ 

 


